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急性膵炎の 重症度判定指標 に関する実験的研究




ラ ッ トに 重症度の 異な る急性膵炎を作成 し， 膵炎発症後経時的に 血清と膵組織中の デオ キシ リ ボヌ
ク レ ア ー ゼ くDe o xyribonu cle a se， D Na s el， リ ボヌ ク レ ア ー ゼ くRibo n u cle a s e， R Nasel お よび各種外分
泌酵素活性 を測定 して， こ れ らの 急性膵炎の重症度判定指標 と して の 有用 性 につ い て検討を行 っ た． 急性
膵炎の 作成 は総胆管結歎お よび総胆管内 トリ プ シ ン ． タ ウル コ ー ル 酸ナ トリ ウム 混合液注入 によ り行い ，
それ ぞれ浮腫性膵炎群 なら び に 出血壊 死性膵炎群 く壊死性膵鰯削 と した． ま た， 無処置お よ び単開腹
ラ ッ ト を各 々 対照群と し た． 血清 ア ミラ ー ゼ値 に つ い て み る と， 浮腫性膵炎群の 12時間値は， 単開腹対照
群 に 比 し， 有意 くpく0．051に 上昇 した が， 両膵炎群間で はそ の測定値 に差 を認 めな か っ た
．
また， 両膵 炎
群の血清リ パ ー ゼ活性 は， 12時間日 より 48時間後 ま で， 単開腹対照群 に 比 し， 有意 に上 昇 くpく0．01う し
たが ， 両膵炎群間ではその 測定値に 差 を認め なか っ た ． 浮腰性膵炎群 の 36時間目と 48時間目お よび 壊死性
膵炎群の 12時間目よ り 48時間目 にお ける血 清カ ル シ ウム 畳 は， 単開腹対照群の値 に 比 し， 有意 くpく0．05－
0．0い に 低下 した が， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た
． 両膵炎群 の 血清 RNa se清性は， 12時間目よ り 48
時間後ま で， 単開腹対照群 に 比 し， 有意 くpく0．05－0．01うに 上 昇 したが ， 両膵炎群間には そ の差を認め な か っ
た
■
24時間目の 壊死性膵炎群 に お ける血清 D Na seI活性 は， 浮腰性膵炎群 の値に 比 し， 有意 くpく0．051
の 上 昇を示 し， 同様に 12時間目よ り 36時間目 まで， 壊死性膵炎群の 血清 D Na s eH活性は ， 浮腫性膵炎群
の 値 に比 し， 有意 くpく0．05，0－01の上 昇を 示 した ． 以上 の結果 より， 血清 D Na se， 特 に D Na s eII活性 の
経時的測定 は， 急性膵炎の 重症度判定に 有益 で あ る こ と が示 さ れ た．
Key w o rds ac ute pa n cr e atitis， ribon u cleas e， de o xyribon u cle as e， a C ute pa n－
Cre atitis
近年， 急性膵炎の 治療は ， 病態の 解 明と共に 向上 し，
その病態 に応 じた治療法が選択さ れ て い る ． 基本的 に
治療法は， 膵 外分泌酵素阻害作用 をも つ 薬剤投与 を中
心 とす る内科的治療 と外科的治療に 分け られ る． しか
し， 山 般 に 主と し て内科的治療が行わ れ軽症と され る
浮腰性膵炎で も死 亡 者が み ら れる こ と， ま た， 重症 で
外科的治療の 対象と なる 出血 性 ある い は壊死 性膵炎の
鑑別診断な ど， 個々 の 症例に お ける 重症度判定は治療
上重 要な こ と が らで ある
．
と こ ろで Rans on ら11は， 白血球 の 増加， 血 清 L D H
の上 軋 血糖値上昇等 の 11項目 を， ま たJa c obs ら2I
は， ア ル ブミ ン の 低下， プ ロ ト ロ ン ビ ン時間の 延長等
の 8項目 を， 予後不良因子 と し， 多く の研究者は重 症
A bre viatio ns ニD Na se， de oxyribo n u cle a seニ
度判定 に は酵素学的検査所見， 生化学的検査所見 重
要臓器機能の 臨床所見等の総合的把握が必要 で あり，
特に 膵由来酵素の 測定が重要 と して い る．
著者 は， ラ ッ ト に 重症度 の 異な る急性膵炎 を作成す
る こ と に よ り ， 膵酵素の 重症度判定指標 と して の 意義




実験 動物 と し て ， 生 後 8 へ 10週 経過 し た 体重
200へ 300g の ウ イ ス タ ー 系雄 ラ ッ ト を 実験 に 用 い た．
こ れ らの ラ ッ トは オリ エ ン タル 固形飼料 お よ び 水に て
自由摂取飼育 され ， 実験 に 際 して は， 24時間絶食 され
R Nas e， ribo n u clea se．
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た ラ ッ トが 使用さ れ た．
1I ． 方 法
1 ． 急性膵炎 群お よ び対照群作成方法
ラ ッ ト に 急性膵炎を作成 したが ， 異 なる病態 お よび
病 理 学的 に違 い の あ る膵炎を作成 す る ため 以下 の 二 方
法 を採用 した． その 第 一 法と して， ラ ッ ト を エ ー テル
麻酔下 に て開腹 し， Blo ck の 方法3Iに よ り， 総胆管十 二
指腸開口 部の 最下 端を結致 し， 急性膵炎 ラ ッ トを作成
した
．
次に 第 二 の 方法と して， ラ ッ トを エ ー テ ル 麻酔下 に
て開腹し， 末端 を結歎した 膵上部総胆管 へ ， 3％ タ ウ
ル コ ー ル 酸ナ トリ ウム 液， 25，000単位 の ト リプ シ ン お
よ び 50m g の セ フ ァ ロ テ ン ナ ト リ ウ ム を含 む 生食水
0．3mlへ 0．4 ml を約 6秒間か け用 手的に 注入 し， 急性
膵炎ラ ッ トを作成 した ．
ラ ッ トを エ ー テ ル 麻 酔下 に て 単開腹 し ， こ れ ら を
開腹後に 単開腹対照群と した． ま た， 24時間絶食の み
の ラ ッ トを， 無処置対照群 と した ．
2 ． 検 索方法
上記の 方法で作成 され た 急性膵炎群お よ び単開腹対
照群 ラ ッ ト を， 各々 の 処置後自由に 水と飼料を与 えた が ，
い ずれ の 群 も処置後 12時間目， 24時間目， 36時間目，
48時間目 に 腹部大動脈よ り の 急速脱血 に よ る 血 液採
取を行い ， 引 き続き膵臓 を摘出し た． なお ， 無処置対
照群 も同様に 採血と膵臓摘出を行 い 以 下の 如き検索 を
実施 した ．
11 病理学的検索
膵臓の du ode nals egm e nt およ び sple nic segm e nt
の 一 部 を， 10％ホ ル マ リ ン 液に て 固定 し， パ ラ フ ィ ン
包埋後， 7月 に て標本 を切 り 出 し， へ マ ト キ シ リ ン ー エ
オ ジ ン染色後検鏡 した． その 後 ， 急性膵炎群 を病理組
織学的に 検討 し， 浮腰性お よ び壊 死性膵炎群に 分類 し
た ．
2I 急性膵炎群死亡 率の 検討
上記の 二 方法 に よ り作成 し た各々 25 匹の ラ ッ ト に
つ い て， 処置後 12時間以内， 24時間以 内， 36時間以
内， 48時間以 内の死亡 率 を検討 した．
31 血 清お よ び膵組織中外分泌酵素お よ び血 清 カ ル
シ ウム 値の 測定
腹部大動脈 よ り採血 した血 液 を遠心 し， 血 清 を分離
し た． ま た， 摘出 した膵 を生理 食塩水 く10mll と共に ，
Potte r型 ホ モ ジ ナイ ザ 一 に 入 れ ， 0
0
C の 冷却下 に て ホ
モ ジナ イ ズ し た． 次に 試料を高速冷却遠心機 に て 0
0
C，
10，000Xg，20分間遠心 し， 上 滞 を得 た． 上 記方法 で 得
ら れ た血清お よ び適宜希釈さ れ た膵組織抽出液 に つ い
て ， 各々 の外 分泌酵素 を以下 の 如 く測定 した．
ア ミ ラ ー ゼ活性値は， ultr a－ Violet法41に よ り測定 し
So m og yi Uで ， リ パ
ー ゼ 活 性 値 は Lipa s e Kit
一．
M a r upi
， 嘲 を用 い ， I． U で 表 した ． ま た， 血清 カ ル シ
ウ ム 値 は O CP C法6Iに よ り測定 した ．
R Na se活性値は， POlycytidylic a cid を基 質と する
Red diの 方 法71に 準 じて 測定 した， そ の 単位 を， 278n m
に お け る吸光度 XlO3 を 1 U と して表 し た．
試料 中 の D Nas e活性 値 の 測定 は 以 下 の 如 く 行っ
た
． 試 料 0．5 ml に ， 基 質 と し て 牛 胸 腺 の D NA
くSigm a鱒H 殊液 く4 mgノml10 ．5 ml を， さ ら に ， 緩衝
液 2．5 ml を加 え， 35
0
C， 2 時間反 応さ せ た． な お 緩衝
液と し て ， D Na seI 活性傾 の 測定に ， pH 7 ．5 の Mg2 ＋
20m M を含む トリ ス一塩酸綬衝液 を， D Na seII活性
値の 測定に ， pH 5．0 の M g2 十20111M を含 む 0．2M 酢
酸緩衝液 を用 い た ． 上述 の 反 応液 に は 40 ％過塩素酸
0．5 ml を加 え， 反応停止 後， 12，0 肌－x g， 15分間遠心
し， 得 ら れ た上 清 を Burton 法8Iに て 発色さ せ た． その
単位 を 吸 光度 600n m で の 吸 光 度 X lくI3 を 1U と して
表 し た．
膵組織蛋白量 は， Low ry 法91に て 測定 し， な お ， 前述
の 膵組織中外分泌酵素活性 は， m g prOtein あ た りに 換
算 して 表示 した ．
3 ． 統計学的検定
急性膵炎群 の 死 亡 率の 比 較 は ズ
2
検 定に て 行 っ た ．
また ， 各測定値 は平均値 士 標準偏差 くIn e a n士S．D．1で
表 し， 測 定値 の 比 較 は 二 元 分 散 分 析 を 行 っ た の ち
Du n c a nの 多重比 較検定に て 行 っ た ．
成 績
I
． 膵炎の 病 理 組 織学的所 見
Blo ck の 方法 に よ る膵の 組織学的所見 は， 総胆管結
集後 12時間目よ り， 膵問質の 浮腫 お よ び 好 中球 を中心
と す る 問質 へ の 軽 い 細胞浸潤 を示 し た く図 1う． ま た，
時間経過 と とも に こ の 間質の 浮腫 は高度と な っ た が，
実質の 壊死 は 48時間目 に お い て ， 小 範囲 に わ ずか に 認
めら れ る の み で あ っ た く図 21． な お ， こ の 方法に よる
膵炎 ラ ッ トを浮腰 性膵炎群と した．
一 方 ， タ ウ ル コ
ー ル 酸 ト リ プ シ ン混 合液注入膵炎の
組織学的所見 は， 処置後 12時間目よ り ， 脂肪織の 壊死
に 加 え， 散在 す る膵実質の 壊死 ， さ ら に 一 部 に お ける
出血 を示 した く図3う． こ の 膵炎 に お しユて は， 時間経過
と と も に ， 実質 の 壊死 が ， 高度 か つ 広範 と な り膵実質
の 大部分 を占め る に い た っ た く図 4ン． な お ， この 方法
に よ る膵炎ラ ッ トを壊死性膵炎群と した ． ま た， こ れ
ら の 両膵炎 の 組織学的変化 は ， du oden alあ る い は
splenic segm e ntな ど各部位 に よ る差異 を認 めな か っ
た ．
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浮腫性膵炎群 くn 二 25ンの 処 置後 12時間以 内， 24 時 死 亡 率は， それ ぞ れ 20％ く5ノ25ン， 52％ く13ノ25I， 64％
間以内， 36時間以 内， 48時間以 内の 死 亡率は ， それ ぞ く16ノ25う， 76 ％ く19ノ25う で あ っ た ． こ の 群の 死亡 率は
れ 8％ く2ノ25う， 24％ く6ノ251， 28 ％ く7ノ25う， 36％ く9ノ 各時点に お い て 浮腰 性膵炎群 に比 し高率で あり， 特 に ，
25う で あ っ た ． こ れ に 対 し， 壊死 性膵炎群 く11ニ 25うの 36時間以 内，48時間以 内の 死 亡 率は明 ら か な羞 を示 し
Fig．1． Histologic al findings ofthe pan c re a s1 2 ho u rs afte rligatio n ofthe c om m o n
bile du ct atits ope nl nginto the du oden u m， Showing interlobula r ede m awith fe w
infla m m atoryinfiltr ate． く11e m ato xylin a nd e o sin． A ， X40ニ B， X200l．
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た くpく0．051く図51． So m og yi Uノmlく単位以下同櫛くn
ニ 5， 以 下同掛 で
IIL 血清お よ び膵組織中の 外分 泌 酵素活性値 あ っ た ． 単開腹対照群 の 血清ア ミ ラ ー ゼ活性値は， 処
1 ． 血清 ア ミラ ー ゼ活性値所見 置後 12時乱 24 時F乳36時間， 48時間目 に お い て，
無処置対照群の 血清ア ミ ラ ー ゼ活性億 は ，20．8士5．2 各々2 3．2士7．3， 21 ．6士11．0， 21．0士10．3， 20 ．9士8．5
Fig． 2． HistologlCal findings ofthe pa n c re a s48 ho u r s afte rligatio n ofthe c om mon
biledu ct atits ope ninginto thedu ode n u m， Sho wing pr omin e ntinte rlobular edem a
with fe winfla m m ato ry infiltr ate a nd dilatatio n ofthe a cin i． くHem ato xylin a nd
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であ り， 単開腹処 置 に よ る 血清 ア ミ ラ ー ゼ値の 変化 は
認め なか っ た ．
浮腰性膵炎群の 血 清ア ミ ラ ー ゼ活性値 は， 処置後 12
時間目が 38．0士9－9， 24 時間目が 33．9士8．9 と高値 を
125
示 した が， その 後， 時間経過 と共 に 活性は低下 し， 36
時間目では24 ．9士16．0 であり，48時間目 では 15．7士7．7
と単開腹対照群の 値よ り低値 と な っ た ． しか し， 各時
点で こ れ ら の 値 に 有意の 差 は な か っ た ．
Fig． 3． H istologl C al findings ofthe p an Cr e a S12 ho u rs afterligatio n ofthe c o m m o n
biledu ct atits openinginto thedu ode n u m a nd intr adu ctal infu sio n of O．3
r －0．4 mlof
S Odium ta u r o cholateく3％J c o ntaining try psin く25，000ul， Sho wing pa re n chym al
n e cr o sis with hem or rhage． くHe m ato xylin a nd e o sin ． A， X40こ B， X2001．
1256 喜 多
一 方， 壊死性膵炎群の 血 清 ア ミ ラ ー ゼ 活性値 は， 処 高値 で あ っ たが ， 単開腹対照群 に 比 し有意の 差 を認め
置後 12時間目よ り， 52．3士24．5 と高値 を示 し， 単 開腹 ず， 48時間目に は 18．1士4．4と低下 した． また， 浮腫性
対照群 に 比 し有意の 上 昇を示 した くpく0．0引． 24時間 膵炎群 と壊死性膵炎群 の 間で 各時点 に お け る血清アミ
目の値 は 34．1士13．6， 36時間目 の 値 は 29．0士15．0 と ラー ゼ活性値の 差 を認め な か っ た く図6ン．
Fig． 4． H istologic al findings ofthe pa n cre a s48 ho u rs afte rligatio n ofthe c o m m o n
biledu ctatits open lngintothedu ode n um a ndintradu ctal infu sio n of O．3
へ O Amlof
s odiu m tau r o cholateく3％lc o ntaining try psinく25，000ul， Sho wing e xten siv e n e c r o sis
thr o ugho ut the pa ncreatic tis su e a ss o ciated with m a rked infla m m ato ry cell
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1 2 24 36 4 8
Tim e aftef pr o c edu r e くhrl
Fig． 5． Co mpa ris o n ofthe m o rtality rate ofe xperim entala c ute pa n c re atitisindu c ed
bytw o亡1iffe r el－tPr O C edu r e s． 口 ■ ． － － ． ． ロ ， ede m ato u spa n c re atitisindu c ed byligation
Ofthe c o m mon bile du ct atits ope n mginto the du ode n u mこ ムー Mー－ム ， n e C rOtizlng
Pa n Cr e atitisinduc ed byligatio n ofthe c o m mon bile du ct atits ope n lnginto the
du ode n u m a nd intradu ctal infu sio n of O．3 へ O Aml of s odiu m ta u ro cholate く3％1
C O ntaining try psin く25，OOul． Data obtain ed fro m 25 r ats fo r e a ch gro ups．
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T im e afte r proc edu r e くhrl
FigA6■ Cha ngesin pla s m a a myla s elevels afterdiffer e nt e xpe rim e ntalpr o c edures．
Ea ch point r epr es e nts the m e a n士S．D． in 5 rats． X， n O r m al gro up witho ut a ny
pr o c edu reこ 0 － 0 ， C O ntr Ol gr o up， Sha m operatio n with lapar oto my i 巳 ． 一 － ． ． － ロ ，
edem ato u spa n c r e atitisil－du c ed byligatio n ofthe c o m m o nbile du ctatits ope n lng
into the du ode n u m三 ムーー ーーム ， n eC r Otizing pa n c r e atitisindu c ed by ligatio n ofthe
C O m mOn biledu ct atits ope ninginto the du ode n u m andintradu ctal infu sio n of O．3
へ 用■4 ml of s odiu m ta u ro cholate く3％J c o ntaining try psin く25，00 ul． ホpく0．05v s．
C O ntr Ol gr o up by 2－W ay A N O V A follo w ed by Du n c a n，s m ultiple r a nge te st．
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2 ． 膵組織中の ア ミ ラ ー ゼ活性値所見
無処置対照群 の膵組織中 の ア ミ ラ ー ゼ 活性値 は
19．2 士4．6 Som og yi UJmg pr otein くn ニ 5I で あっ た ．
単開腹対照群 の処置後 12， 24， 36， 48時間目の 値 は そ
れ ぞ れ 18．2 士4．0， 18．0 士4 ．6， 17．9 士4．8， 18．1 士4．4
























化 を認め な か っ た ．
浮腫性膵炎群 の膵組織中ア ミ ラ ー ゼ 活性値 は， 処置
後 12時間目が 17．7士3．6 で あ り， 24， 36， 48時間目で
は， それ ぞれ 15．3 士3．7， 14■7 士3．9， 15．4士3－5と低
値 を示 し たが ， 単開腹対照群の債 と の 間 に 推計学的な
有意差 を認 めな か っ た ．
1 2 24 5占 48
Tim e afte r pro cedu re くhrl
Fig．7． Cha ngesin a myla sele v els ofpa n c r e atic e xtra cts afte rdiffer e nt e xpe rim ental
pr o c edure s． A b br eviatio n s a nd symboIs a rethe s a m e a sin Fig－ 6．
12 24 5 占 48
Tim e after pro cedu r e くhrl
Fig． 8． Change Sin pla s m alipa sele v els afte r different e xperim e ntal pr o cedu r e s．
A bbre viatio n s and symboIs a s s a m e a sin Fig． 6．
．
pく0 ．01v s． c o ntrolgr o upby
2－ W ay A N O V A fo1lo w ed by Du n c a n
，
s m ultiple ra nge te st■
急性膵炎の 重 症度判定指標 に 関す る実験的研究 1259
ま た， 壊死 性膵炎群の 膵組織中ア ミ ラ ー ゼ 活性値も
同様の 経時的変化で推移 し， 処置後 12， 24， 36， 48時
間日 の 値 は 各々16．7士5．0， 14 ．9 士5．6， 14．4士6．3，
14．7士5 ．5 と低下 したが ， 単開腹対照群お よ び 浮腫性
膵炎群と の間に 活性値 に お け る有意差 を認 め なか っ た
く図7う．
3 ． 血 清 リパ ー ゼ酒性情所見
無処置対照群 の 血清 リ パ ー ゼ清性値は ， 26士 9 工． Uノ
g くn ニ 5うで あ っ た ． 単開腹対照群 の処置後12， 24， 36，
48時間目の 値 は， それ ぞ れ 40士21， 33 士21， 46 士33，
33士24 で あ り， 単開腹処置に よる血清リ パ ー ゼ値 の 変
化に有意の 差 を認め なか っ た ．
浮腰性膵炎群お よび 壊死性膵炎群 の血 清 リパ ー ゼ活
性値 は， 処置後 12時間目に 各々256 士45， 270 士22 と単
開腹対照群 に 比 し， 明 ら か な 高値 を 示 し た くpく
0．01う． また ， 24時間日 の値は そ れ ぞれ 267 士35， 277士
19， 36時間目で はそ れ ぞれ 269 士27， 281士19， 48時間
目で はそ れ ぞれ 222 土67， 280 士37 であ り， 各時点で 単
開腹対照群 に比 し， 有意 くpく0．0い に 高値 が持続 した
が， 両膵炎群間で は差 を認め な か っ た く図8う．
4 ． 膵組織中の リ パ ー ゼ 活性値所見
無処置対照群 の 膵組織中リ パ ー ゼ洒 性値 は， 55．0 士
3－9I． Ulm g pr otein く単位以下同様Hn ニ 5， 以下 同
寸剰 で あ っ た ． 単開腹対照群の処置後 12， 24． 36， 48
時間目 の値は， それ ぞ れ 55．6 士4．2， 54．8士3．5， 55．3士
3．9， 55－0 士4 ．0 で あ り， 単開腹処置に よ る リ パ ー ゼ値
の 変化 を認め な か っ た ．
浮腰性膵炎群 の 処置後12， 24， 36， 48時間目の値は ，
それ ぞれ 54．0 士3．7，51．9士3．6， 52．1士3．8， 49．3士1．7























一 方， 壊 死 性膵炎群 の 処置後 12， 24時間目の 値は
54．3土4．6， 51．0 士4 ．7 と単開腹対照群と の 間 に 差 を認
め なか っ た が， 36時間目の 値 は49．6 士2．6， 48時間目
の値 は4p．3 士1．8 であり， い ずれ も単開腹対照群 に比
し有意に 低下 した くpく0．051． しか し， 浮腫性膵炎群
と壊死性膵炎群の間に は リ パ ー ゼ活性値の差 を認め な
か っ た く図 9コ．
IV． 血 清カ ル シ ウム 催所見
無処置対照群 の 血清 カ ル シ ウ ム 値 は， 5．4 士0．1
m Eqノg くn ニ 引 で あ っ た ． 単開腹対照群 の血清カ ル シ
ウム 値 は， 処置後 12， 24， 36， 48時間目で， そ れぞ れ
5■2 士0．2， 5．3士0．2， 5．3 士0．3， 5．3 士0．2 であり， 単
開腹処置 に よ る変化 を認 め なか っ た ．
浮腰性膵炎群 の血清 カ ル シ ウ ム 値 は12時間目 が
5．1 士0．4， 24時間目が 4．9 士0．4 と低下傾向を示 し， 36
時間日で は 4．6 士0．1， 48時間目で は 4．4士0．9 と さ ら
に低値 とな り ， 36時間目と 48時間目で は 単開腹対照
群に 比 し， 有 意に 低値を示 し た くpく0．0引．
一 方 ， 壊死性膵炎群の 12時間目の血清カ ル シ ウム の
値 は 4．9 士0．2 と単 開腹対照群 に 此 し， 有意 に 低値 で
あ っ た くpく0．0引 ． また， 24時間目の値 は 4．2 士0．6，
36時間目の値 は 4．1 士0．7， 48時間目の 値 は 3．8 士0．7
と時間経過 と と も に低下 し， 各時点で単開腹対照群に
比 し， 有 意の 低下であっ た くpく0．01つ． しか し， 両膵
炎群問で は血清 カ ル シ ウム 値 に有意羞を認 めな か っ た
く図 101．
V
． 血清 お よび 膵組織中の R Nase活 性価所見
1 ． 血 清 RNa s e酒性値所見
無処置対照群 の 血 清 R Na s e活性値 は， 50．4士4．O
Uノmlく単位以下同様1くn ニ 5， 以下同様1で あ っ た ． 単
開腹対照群の 値は ， 処置後12， 24， 汎 48時間日 で ，
12 24 るる 48
Tim e after pr o c edu r e くhrl
Fig． 9． Change Sin lipa sele v els of pa n c re atic extr a cts afte rdiffer e nt e xperim e ntal
pro c edures． A bbreviatio n s a nd s ymboIs a re the sa m e a sin Fig ．6．
．
pく0．05 v s．
C O ntrOlgroupby2－ W ay A N O V A follo w ed by D un C a n
，
s m ultiple r ange te st．
1260 喜 多
それ ぞ れ 53．0 士1．7，54．0士1．5， 53．0士1．8，51 ．5士 1．9 間目 に 410 士155 と高値 と な っ た が， 24時 間目 で は
で あ り， 単 開腹処置 に よ る 血 清 R Na se活性値 の 変動 390 士128， 36時 間目 で は 310 士150， 48時 間目 で は
を認め なか っ た ． 274士 168 と徐々 に 低下 した ． しか し， こ の 群の 測 定値






















1 2 24 5占 4 8
Tim e afte r pr o cedur e くhrl
Fig．10． Cha nge sin pla s m a c alciu mle v els afte rdiffe re nt experim e ntal pr o c edu re s．
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1 2 2 4 5占 4 8
Tim e afte r pr o c edu re くhrl
Fig．11． Cha ngesin pla s m a ribo n u cle a selev els afte rdiffe re nt e xpe rim e ntal pro
r
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値で あ っ た くpく0－05
－ 0．0い．
壊死性膵 炎群の 処置後 12， 24， 36， 4 8時間目の 血 清
R Na se 活性値 は447士 172， 420士145， 392士125， 330士
150 と高値 で あ り， 各時点で 単開腹対 照群 に 比 し 有意
に 上昇し た くpく0．0い ． し か し， 浮腰性膵炎群 に 比 し，
壊死性膵炎群の 値 は各時点で高い 傾向に あ っ た が ， 有
意の 差は認 めな か っ た く図 1い．
2 ． 膵組織中の R Na s e活性個所見
無処置対照群 の 膵組織中 R Na se活性 値 は， 43士18
Ulm g protein くl ド51 で あっ た ． 単開腹対照群の 処置
後 12， 24， 36， 48時間目の R Na s e活性値 は， それ ぞ
れ42士 17， 44士14， 46士16， 43士19 で あ り， 学 閥腹処
置に よ る測定値 の 変化 を認め なか っ た ． 浮腫性膵炎群
の処置後12， 24， 36， 48時間目 の R Na s e活性値 は，
それ ぞれ 39士 17， 34士15， 39士12， 42士16 で あ り， 36
時間目 に お い てや や低下を示 す が， 単開腹対照群 に 比
し， 有意の 変化 で は な か っ た ．
壊死 性 膵炎群 の 処置後 12， 2 4， 3 6， 48時 間目 の
R Nas e活性値 は そ れ ぞ れ 42士16， 39士15， 4 4 士16，
4 1 士17 であ り， い ずれ も単開腹対照群 な ら び に 浮腫性
膵炎群の 値 との 間に 差 を認め な か っ た く図 12つ．
V工． 血 清お よ び膵組織中の D Na se 活 性値
1 ． 血清 D Na se活性低所見
11 血 清 D Na s er活性値所見
無処 置対照群 の 血 清 D Na s eト活性値 は 685士144
Uノ0．5 mlくn ニ 5う で あ っ た
． 単開腹対照群 の 処置後
12， 24， 36， 48時間目の D Na seI活性値 は それ ぞれ
635士 195， 672士162， 650士98， 646 士96 であ り， 単開
腹処置 に よ る測定値の 変化 を認めな か っ た
． 浮腰性膵
炎群 の 血清 D Na se工活 性値 は処置後12時間目 が，
661士24 7， 24時間目が ， 794士254， 36時間日 が 743 士
252， 48時間日が， 722士181 で あり， 24時間目以降 に
高値の 傾向が み られ たが ， 単開腹対照群 に比 し， 有意
の 差 で は なか っ た ．
一 方 ， 壊死 性膵炎群の 処置後 12時間目の D Na s eI
活性値 は 943士290 と高値で あ り， 24 時間目に 1270士
329 とさ ら に 上 昇し た． 24時間目の 値 は， 単開腹対照
群の 値， さ らに ， 浮腰性膵炎群の 値 に比 し， 有意に 高
値で あ っ た くpく0 ．01， pく0．05う． 処置後 36時間目の
値は 862士282 で， 48時間目の 値は 830 士336 であ り ，
い ずれ も 高値 の 傾向 を示 し た く図 131
．
21 血 清 D Na s eII活性値
無処置対照 群 の 血清 D Na selI活性値 は 623士 174
Uノ0．5 mlくn ニ 5フで あ っ た ． 単開腹対照群の 値 は処置
後12， 24， 汎 48時間日 に ， そ れ ぞれ 628 士123， 655 士
175， 688士108， 629士129 で あ り， 串間腹処置に よ る変
化を認め な か っ た ．
浮腰 性膵炎群の 血清 D NaseII酒惟値 は処置後 12
時間目が 582 士103， 24 時間目が 736 士12 7， 36時間目
が 694 士233， 48時間目が 583士103 と， ほ と ん ど変動
を示 さ な か っ た
．
一 方 ， 壊死 性膵炎群 の 血 清 D Na s eII活性値は処置
後 12時間 目が 938士296 で あ り， 単開腹対照群 お よ び
浮腰 性膵炎群の 値 に 比 し， 有意 に 高値 で あ っ た くpく
ー ー ー ー
ー ． － －
－ － ． －
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1 2 24 5d 4 8
T im e afte r pr o c edu re くhrl
Fig． 12． Cha nges in ribo n u clea sele v els of pa n cr e atic e xtr a cts afte r different
expe rim e ntalpr o c edu re s． A bbre viatio n s a nd symboIs a rethe s a m e asin Fig． 6．
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0．0引． 活性値 は処置後 24時間目 に 1148 士363， 36時
間目 に 1352 士364 と上昇 し， 単開腹対照群 に 比 し， 有
意 くpく0．0い に 高値 を示 し， ま た， 浮腫性膵炎群に 比
して も有意 くpく0．05， pく0．0い の 高値 を示 した ． 48
時間目の 値 は， 966 士420 と低下傾向を示 し， 単開腹対
照群お よ び浮腫性膵炎群と の 間に 有意差 を認 め なか っ
た く図 141．
2 ． 膵組織中の D Na s e活性値所見

























































無処置対照群 の 膵組織中 D Na se巨悟性値 は 7．9士
2．2 Ulm g pr otein くn 二 5I で あ っ た ． 単開腹対照群の
処置後 12， 24，36，48時 間目 の 値は そ れ ぞれ 8．1士3．0，
8．7士5．5， 8 ．0 士4，7， 7．4士5．5 であり， 単開腹処置に
よ る活性 の 変化 を認め な か っ た ．
浮腰性膵炎群 お よ び壊死性膵炎群 の処置後 12時間
目の D Na s eI活性値 は それ ぞ れ 7．7士2．8， 7．6士3．4
で， 24時 間目の値 は 5．9士3 ．0， 6 ．9士2．7， 36時間目の
値 は 5．5 士2．4， 6．7 士3．2， 48時間目 の 値 は 5．2士3．0，
1 2 24 5占 48
Tim e after pr o c edu re くhrl
Fig．13－ C ha ngesin pla s m ade o xyribo n u cle a s eI le v e
ls afte rdiffe re nt e xperim e ntal
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Tim e afte r pro c edu re くhrl
Fig．14． Cha ngesin pla s m ade o xyribo n u cle a s eIIle v els afte rdiffe re nt e
xperim e ntal
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6．7 士3．2， 48時間目 の 値は 5．2 士3．0， 6．5 士3．0 で あっ
た． こ れ らの 値 は時間経過 と とも に 低下す る傾向を示
したが， 両膵炎群間や単開腹対照群 と の 間に 有 意差 を
認めな か っ た く図15う．
21 膵組織中の DNa s eII活性値所見
無処 置対 照群 の 膵組 織中 の DNa s eII活 性値 は
22．8 士5．4 Ulm g pr otein くn ニ 51 で あ っ た ． 単 開腹対
























































22－0 士5．1， 23－0士7．1， 21．9士7．2， 22．0士6．7 であり，
単開処置 に よ る活性値の変化 を認 めな か っ た
．
浮 腰 性膵炎群 の 処置後12， 24， 36， 48時 間目 の
D Na seII活性値 は， それ ぞ れ 23．4 士6．6， 24．0 士6．9，
20■1 士6．5， 20．3士7．9 であ り， 活性値の 変動は ほ とん
ど認 めな か っ た
．
ま た， 壊死性膵炎群に おい て も， 処置後12時間目の
値 は 22．5 士5．5， 24 時間目の値 は 23．8士5．9 であ り，
ー ご
－ ．．－ ．
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1 2 2 4 5 占 48
Tim e afte r pr o c edur e くhrl
Fig■1 5． C ha nge sin de o xyribo n u cle a s eI levels ofpa n cr e atic e xtra cts afterdiffer e nt
e xpe rim entalpro cedu r e s． A b br eviatio n s a nd symboIs a rethe s a m e a sin Fig． 6，
1 2 2 4 5 占 4 8
Tim e afte r proJ3 edu r e くhrl
Fig．16． Cha nge sin de o xyribo n u cle a s eII lev els ofpancre atic e xtra cts afterdiffer e nt
e xpe rim e ntalpr o c edu re s． A bbreviatio n s a nd symboIs a rethe sa rn e a Sin Fig． 6．
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活性値 の変動 を認め なか っ た ． ま た， 36時間目の値 は
17．1 士6．5， 48時間目の値 は 1 6．1 士6．2 と低下の 傾向
を 示 した く図 16う．
考 察
急性膵炎の病態や重症度に 関す る実験的お よ び臨床
的研究 は こ れ まで に 多くみ られ る が， 膵臓の 病理 学的
変化 を反映す る病態診断あ るい は 重症度判定 に つ い て




と こ ろで， 急性膵炎の発生機序 お よ び病態の解明 な
どの 目的で ， 膵管内 へ の エ ラス タ ー ゼ注入 や 自家胆汁
の注入 ， blind lo op の作成， あ るい は エ チ オ ニ ン投 与
等1 0ト1叫の様々 な実験モ デ ル の 作成法 が報告さ れ て い
る． こ れ ら の 方法で得 られ た急性膵炎の病 理学的所見
は， 軽度の浮腫性膵炎や重篤 な壊死 また は 出血性膵炎
な どと多彩 で ある ． 著者の用 い た総胆管末端を結紫す
る Blo ck ら3Iの 方法で は， 問質 内浮腰 お よ び軽度 の 細
胞浸潤を主体 とす る浮腫性膵炎の組織像が み られ た．
一 方 ， こ の Blo ck の方法 に 加 え， 総胆管内へ ト リプ シ
ン お よ び タ ウ ル コ ー ル 酸混 合液 を注 入 した 方法 川 で
は， 膵実質や月旨肪織の壊ヲ屯 さ ら に
一 部に 巣状 の 出血
部 を みる壊死性膵炎が認め ら れ た． ま た， 両者 の方法
に よ り作成され た急性膵炎の病 理学的所見 に お ける差
異 は， 膵炎作成後 12時間目 より 48 時間目の期間で明
らか で あり， 組織学的に 異な る膵炎像 を観察 で き た ．
と こ ろ で 膵炎の病理学的所見 の分類 に は， 多 く の 分
類 相 川 が 用い ら れ てい るが ， こ の 実験で 得 られ た 膵炎
像は ， Bag ge n sto ss1 7切 急性浮腫性膵炎お よ び急性壊
死性膵炎 に相当した． また ， 臨床 的に は， 急性膵炎の
病理 学的変化 と重症度は密接 な関係が あ る と され る
が ， 一 般的に 死亡率に み られ る如く ， 浮腫性膵炎は軽
症 と して， 壊死性膵炎は中等症か ら重症と して扱わ れ
て い る1別佗叫 ． こ の よう な観点か ら本実験 に お い て は浮
腫性膵炎を軽症膵炎と して ， 壊死性膵炎 を重症膵炎 と
して取 り扱っ た ．
急性膵炎の本態 は， 局所 に お い て は 活性化 され た膵
外分泌酵素の問質内逸脱 に 基づ く自己 消化 に よ る病変
と され て い る． 小葉間隙か ら膵静脈， ある い は胸管 リ
ン パ 管 を経由し， 血 中に逸脱 した膵酵素 と膵炎の重症
度の関連は治療上重要である ． ア ミ ラ ー ゼの 重要性 は
Elm a nら の報告2い以来広く認 め られ て い る ． 特 に ， 実
験的膵炎早期の血中ア ミ ラ ー ゼ 上 昇 に つ い て み ると ，
胆汁 を膵管 へ 注入 後 5 旬 10分で 活性 の 上 昇が 認 め ら
れて い る
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． 著者 の成績 で も， 処置後12時間目の壊死性
膵炎群 で は， 単開腹対照群 に 比 し， ア ミ ラ
ー ゼ活性の
有意 の 上 昇を みた ． 一 方 ， 浮腫 性お よ び壊死性膵炎群
間で そ の 上 昇程度 に 差 を認め な か っ た ． 従 っ て， 本酵
素 は早期診断に お け る有用 性 を示唆 し たが ， 重症度や
病型の パ ラメ ー タ ー と な り得な か っ た ． ま た， 膵炎の
病態 の進行 に か か わ ら ず12時間目以後， 血 清 ア ミラ ー
ゼ晴性 は低下傾向に あっ た ． 臨床で も 死亡 に 至 る重症
例 に お い て さ え血中ア ミ ラ ー ゼの 漸減
23Iが 示 され， こ
の よ う な 変化 を と る 機序 と し て ア ミ ラ ー ゼ イ ン ヒ ビ
タ ー に よ る 失活湖 や ア ミ ラ ー ゼ の 半減期 が短くtur n
o v e rに よ る 減少等細 が 報告 さ れ て い る こ と は 興味深
い
．
一 方 ， 実験 的急性膵炎 に お ける酵素蛋白合成能の
低下 も2郎2 7埠臣告さ れ て お り， 著者 の 実験 に お い ても膵
組織内の ア ミ ラ ー ゼ 活性値 の 低下は両膵炎群 に お い て
認め ら れ た．
一 方 ， 脂肪分解酵素で あ る血清リ パ ー ゼ清性値は処
置後 12時間目よ り 48時間目 に お い て も両膵炎群で高値
が持続 し た． 従 っ て， 血 中ア ミ ラ
ー ゼ活性値 に比 し，
そ の 陽性率 は高く ， 著者 の成績も活性の 高値持続が長
時間に 及ぶ との 報告細 に 一 致 して い た． しか し ながら，
前者同様 に 血中リ パ ー ゼ値 の 変動 も病態や膵 の 病理 学
的変化 を明確 に 表 さ なか っ た ．
急性膵炎の重症度判定 に 関す る研究 と して ， Ra n so n
ら1や Ja c obs ら2切 報 告が あ る が， それ に よ ると 来院
時ま た は診断時 よ り 48時間以内の 血 清 カ ル シ ウ ム 値
が 8 m g佃l以下 の患者 で は， 重症 また は 予後不良とさ
れ て い る． 急性膵炎時の低 カ ル シ ウム 血 症に つ い て多
くの 報告2 9Iが ある が， そ の 機序は未 だ確定さ れ て い な
い
． 著者 は両膵炎群 に対 し， 血 清カ ル シ ウム 債を経時
的に 測定 した が ， 膵炎作成後 12時間目 よ り 48時間目
の 壊死 性膵炎群 の 億 は ， 単開腹対照群 に 比 し有意に
低下 した． また ， 36時間目の 浮腰性膵炎群 の 値も低下
を示 した が， 両膵炎群間 で は差 を認め ず， 血 清カ ル シ
ウム 値 も 病態 や膵 の 病理学的変化 を明確 に 表さな か っ
た ．
R Na s eは生体内 に 広 く 分布 す る 核酸分解酵素で ，
pho sphodieste r ase作 用 に よ り， R N A を基質と し，




－ CyClic dipho sphate を生成する
水解酵素3 01で あ る． ラ ッ トの R Na s eに 関し て は， 膵組
織中に お け る そ の 日内変動の 報告
3 1－もみ られ る． 臨床
に お い て は， 膵癌組織中の R Na s e
32鳩 る い は 膵癌患者
に お け る 血 清 R Na seに 関 す る 報告
33Iな ど が み ら れ
る ． こ れ らの 研 究の い ず れ も ， 膵癌組織由来 の R Nas e
の 上 昇 を推測 してい る ． W a r sha w
抽 は， 慢性膵炎， 急
性膵炎症例 の 血清 R Na se値 を測定 し， 膵壊死や 膵膿
瘍な どの 重症例 で 血清 R Na s e活性の 明 ら か な上 昇が
み ら れ た と 報告 し て い る． Red di は血清 を合成基質
polycytidylic a cidくpoly Cほ 基質と し， pH 7．5，37
0
C
で反応さ せ た後， その 酸可溶性分解産物 を吸 光度278
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nrnで定量 する 方法 を報告
71し た ． 著者 は， Reddiの 方
法に 準じ， 血 清お よ び 膵組織中の R Na s e活性 を検討
した． 両膵炎群で処置後 12時間目 よ り 48時間目ま で
血清 R Na se値 の 上 昇 を 認め た が， 浮腰性膵炎群と壊
死性膵炎群 との 間で測定値 に 有意羞 は認め な か っ た ．
D Na seは， Ku nitz
35Iに よ り牛の膵よ り結晶化され ま
た， Ku rnick
361Lこよ り と 卜， 犬 ， ラ ッ ト， モ ル モ ッ トの
血清中に そ の存在が 報告さ れ て い る． Lindahl ら3 7りこ
よれ ば， D Na s eに はI ， II， III， IVの 4種類が あ り，
その う ち D Na seI は至適 pH 7．1 で分 子 量 31，000，
DNa s ell は 至適 pH 4．8 で分子 量 38，000 と さ れて い
る
．
その 生 理 的役割 の 解明 はい ま だ不十分で あ るが ，




D Na seは ライ ソ
ゾ ー ム に 存在 し， 細胞 内核酸代謝 に 関与し， L．n e utr al，，
D Na s eは膵液中 に外分泌 され ， 消化酵素と して働く と
さ れ て い る． 著者 は pH 7．5の 条件下 で， D Na s eI
くり neutr al
，，
D Na s eI を， また ， pH 5．0で D Na s eII
くL Ia cid
，，
D Na sel を測定 した． Ko wlessa rら391は， 膵
管轄歎 に よ る D Na s e仁清性値の 上 昇， ラ ッ トの エ チ
オ ニ ン 膵炎で の D Na seI活性値の 上 昇 を報告 した．
さら に ， 彼 ら は浮腰性膵炎お よ び膵 ノ ウ胞， 膵療症例
で の D Na seト活性値 の 上 昇， さ ら に 急性出血壊死性
膵炎例に お ける こ の 活性値の 著明 な上 昇を認 め， 壊死
性膵炎で の D Na se I の 有F馴生を強調 した． また， 船越
ら岬 は， パ ン ク レ オ ザ イ ミ ン ー セ ク レ チ ン テ ス ト時の
と 卜膵液中の D Na s e巨活性値 を測定 し， パ ン ク レ オ
ザイ ミ ン 負荷 に よ る そ の 著明な上 昇や 慢性膵炎症例 に
おける 測定値の 低下 を報告 して い る． 従 っ て， こ れ ら
の 血清 D Na s e値が膵炎の 病型 あ る い は膵実質細胞 の
壊死 や 障害程度 をい か に 反映す るか 関心が もた れ る．
著者の 実験 に お い て は壊死 性膵炎群 の D Na s eI の 24
時間値お よ び D Na s eIIの 12旬 36時間値は， 浮腰性膵
炎群の 測定値 に比 し， 有意の 上 昇 を示 したが ， その経
時的変化 をみ る と D Na seI は膵炎作成後 24時間 で
最高値に 達 した の に 対 し， D Na s eH は 36時間で最高
値に 達し た
．
こ れ ら の 両値の 時間的変動差 の 機序と し
て， D Na s eI に はイ ン ヒ ビタ ー が 存在す る とす る船越
ら401の 指摘 の 如く ， 時 間経過と共 に その 活性 が低下 す
る 可能性 が あ る こ と， ま た ， 膵 管 内 に 分 泌 さ れ る
D Na s eI の 逸脱 は早期 に お こ るが ， 壊 死性膵炎群に お
ける細胞破壊が長時間 に 及ん だ場合に 細胞内酵素で あ
る D Nas eIIの 逸 脱が 遷延 す る こ と な ど が 推察 さ れ
る
．
著者の 実験に お い て ， D Na s e活性値， 特 に組織内酵
素とさ れ る D Na seIIの 壊死性膵炎群 に お け る血 中の
推移は， 膵実質 の 壊死 を酵素学的に も 反映 して い る
．
従っ て， 膵の 組 織学的変化 をか な り表 す の に DNa se
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工工が有効 な パ ラメ ー タ ー と な りう る 可能性の ある こ と
が 示唆 され た ． こ の 点， 血中 R Na s e活性低所見が浮腫
性膵炎群 と壊 死性膵炎群と の鑑別に 有用 で なか っ た 成
績 と異 な り， 本酵素 は病態 あ るい は重症度判定 に 有益
で あ ると 考え ら れ る．
著者の 膵炎モ デ ル は， 作成法 に よ り それ ぞれ 重症度
の異 なる 膵炎像 を示 した が， 臨床 にお い て は， 浮腰性
膵炎か ら壊死性膵炎 へ の進展の 有無は重要な問題 であ
る． 浮腰性膵炎 の時期を経過せずに 出血お よび壊死 性
膵炎が発生す る と の T bal ら の報計 りが あ る 一 九 浮
腰性膵炎に 血 流障害が加わ り出血 およ び壊死性膵炎 へ
と進展す る と の Popper ら の報告 な ど4 2Iが あり， こ の
点 は未だ 一 致 をみ て い な い ． 最近 に お い て は， 特 に
C O mputed to m ogr aphy に よ り膵 の腰大の程度， 膵周
囲の 炎症性変化， 液体貯留 の有無な どの所見か ら手術
適応 の 決定が あ る程度可能 とさ れ て い る． しか しな が
ら， 開腹手術 を施行せずに 膵炎の病態診断を行う こ と
は現在 なお 困難 で あ り， 画像診断を含む多くの 臨床的
パ ラ メ ー タ ー の検索 を必要 とす る． こ れ らの 点に お い
て， 著者の 実験 は， 血清 D Nase， 特に D Na seII活性値
の測定が膵炎の 病態診断や重症度判定 に有益な こ と を
示 した．
結 論
ラ ッ ト に 浮腰性膵炎お よ び壊死性膵炎を作成 し， 処
置後 12， 24， 36， 48時間目 の血清お よび膵組織中の ア
ミ ラ ー ゼお よ び リ パ ー ゼ活性， 血清 カル シ ウム 童， 血
清お よ び膵組織中の R Na se， D Na seI お よ び D Na se
H活性 を測定す る こ とに よ り， こ れ らの 重症度判定指
標と し て の 有用性 に つ い て検討 を加 え， 以下 の 結論 を
得た．
1 ． 血 清ア ミ ラ ー ゼ活性 は， 膵炎作成後12時間目の
壊死 性膵炎群 に お い て， 単 開腹対照群 に比 し， 有意に
高値 を示 した が ， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た ．
2 ． 血 清リ パ ー ゼ 活性 は， 12時間目 よ り 48時間目
ま で両膵炎群 に お い て ， 単 開腹対照群 に比 し， 有意に
高値 を示 した が， 膵炎群間で は差 を認 めな か っ た ．
3 ． 血 清カ ル シ ウ ム は， 36時間日 と 48時間日の 浮
腰性膵炎群お よ び12時間目よ り48時間日の 壊死 性膵炎
群 に お い て， 単開腹対照群 に 比 し， 有意に 高値 を示 し
た が， 膵炎群間 で は差 を認 め なか っ た ．
4 ． 血清 R Na se活性 は，12時間目よ り 48時間目ま
で 両膵炎群 に お い て， 単開腹対照群 に 比し， 有意に高
値 を示 し たが ， 膵 炎群間で は差 を認 め なか っ た ．
5 ． 血 清 D Na s eI活性は， 24時間目の壊死性膵炎
群 に お い て， 単開腹対照群お よ び浮腰性膵炎群 に 比 し，
有意に 高値 を示 した ．
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6 ． 血清 D Na seII漁性は， 12時間目 よ り 36時間目
の 壊死性膵炎群に お い て， 単開腹対照群 お よ び浮腫性
膵炎群に 比 し， 有意に 高値 を示 し た．
以 上 の 成績 は， 血清 中の D Na s eIお よ び D Na s eII
活性値が急性膵炎の 組織学的所見 を反映す る こ と を，
また ， それ らの経時的測定が重症度判定に 有益であ る
こ とを示 した ．
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Abstract
T he pr es ent s tudy w a spe rfbr m edto ev alute the u sefu ln es s ofexo crine e n zym es as a nindicator
fbr the sev e rity of pan c re a tiis． Exoc rine e nzym es including deoxyribonu clea seくD Na sel and
ribonucle as eくRN a s eJ both in s erum and pancr eatic tissu ein ratswith e xpe rim e nt al acute
1268 喜 多
pancrea titis of difrtrent se v e
rlty W aS periodic ally det er min ed afte rthe on s et ofthedise a s e． In test
groups， a Cut ePanCr eatitis wasinduc edbytw odifrbre r nt e xpe rim e
ntalpro cedu resこ On ebyligation
ofthe com mon bile du cta sa m odel ofedem at ous pancrea titis， a ndthe o therbyintr a choledochal
infusio n of a mixt ure oftrypsinlNa－ta u rO Cholateas a m odel of n e c ro tic pan c reatitis． Inta ctand
simply celiotho miz ed ratsse rved as the controlgro ups． Se rum amylase w asincre a sedsignificant
－
1yin the edem atou spancre atitisgroup after1 2 hoursin c om pa rison withthati
n the c eliotho mized
groupくpく 0．0 51， but the diffbrenc ebetw e e nthe tw o pa ncre atiisgro ups w asin signific ant． Seru m
lipase w a s slgni丘cantly raised 1 2t o48 ho u rs afte rthe ons et ofthe dise ase in both pa n c r ea titis
groupsくpく0．011in com pa ris o n withthatin the celiothomiziedgr o up，but no signific antdi肋
－
e nCe
w a sfbu ndbetw e e nthe tw o te s tgro ups． Se r u m c alciu m wa sslgnific a ntlylow e redaiter3 6and 48
hou rsin the edem ato u span c reatitis gro up and after 1 2to 4 8 hou rsin the n e c r otic pa n c reatitis
group in c omparis on with that in the celiotho mized groupくpく0．0 5－0．OIJ， With no signific a nt
di飴ren c es betw e e nthe testgro ups． Se rum R Nase w as slgni丘c antly eleva tedin bothtestgroups
afte r12to4 8 hou rsin co mpa ris on withthatin the c eliothomized groupくpく0－0 5－0．0り， With no
slgnincant di鮎rences bet w en the test gr o ups－ T he nec ro tic pancr ea titis group sho wed
signi丘ca ntly higher se r u mDN aseIle v els after 24 ho u rsくPく0．05Ja nd signi Bcantly h ighe r s e r u m
D NaseIIlev els aRer1 2to36 hou rsくpく0．0 5－0．0 1Jthan the ede ma t ouspa n c reatitisgro up． From
these re sults， Pe riodic aldeter mina tion ofseru m D Nas e， partic ularly D Na s eIIap pe a rs t obe useful
fbr a ss e sslngthe s eve rlty Of a cute pa ncreatitis．
